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外国につながる子どもの学習支援ボランティア研修会  実施報告（公開版） 

 
区分：報告 

内容：2022 年度外国につながる子どもの学習支援ボランティア研修会を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

  

開催報告  

2022 年度外国につながる子どもの学習支援ボランティア研修会 

～地域で共に子どもを支え、よりそうための支援を考えよう 2022～ 

＜概 要＞ 

●目 標： 

・ 学習支援教室の活動を振り返り、子どもによりそった支援のための工夫・アイデアを共有

する。 

・ 子どもにとってよりよい環境を作るための具体的な実践事例や多様な支援者・支援機関等

との連携事例から学ぶ。学習支援教室のボランティア活動を振り返り、子どもによりそっ

て支援するための工夫やアイデアを共有する。 

・ 支援者同士のつながり作り。 

 

●日 時：2022 年 12 月１４日（水）、１２月２２日（木） 9：30-12:00  全 2 回 

 

●場 所：第１回 オンライン開催（Zoom 使用） 

      第２回 パシフィコ横浜 横浜国際協力センター6 階 共用会議室 

 

●対 象：横浜市内及びその近郊で外国につながる子どもの学習支援をしている方 

 

●講師他： 

第 1 回：講師：各務眞弓さん（岐阜県可児市 NPO 法人可児市国際交流協会 事務局長）  

    事例発表者：善本安子さん（同 きぼう教室 小学生クラス 教室コーディネーター） 

          尾関理恵子さん（同 放課後きぼう教室 教室コーディネーター）                                        

第 2 回：講師：白濱小恵子さん 

（横浜吉田中学校/日本語支援拠点施設「ひまわり」日本語支援アドバイザー） 

 

●参加者：第１回 ２7 名、第２回２4 名（延べ５1 名） 

 

 今年度は、ディスカッションの時間

を十分とるために、１回の講座の時間

を３０分増やし、１回につき２時間半

にし、全２回で行いました。 

第１回をオンライン、第２回を対面

で行うことで、それぞれの良さを生か

した研修を目指しました。新型コロナ

拡大により、オンライン開催が続いて

いましたが、３年ぶりに対面でも開催

することができました。 
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第１回研修会 「地域で共に子どもを支えるための支援 

     ～岐阜県可児市の事例から～」 

 

各務眞弓さん（岐阜県可児市 可児市国際交流協会 事務局長） 

 

  

 

 

 

 

＊講師のお話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊事例発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊グループワーク 

教室コーディネーターのお二人か

らは、ご担当の教室の概要、学習支

援の内容、課題や課題への対処方法

など、具体的にお話しいただき、

日々子どもに向き合う受講者にとっ

て、いろいろなヒントをいただきま

した。 

可児市の状況や、可児市国際交流

協会における外国につながる子ども

の日本語や学習支援の変遷から、 

切れ目のない子ども支援体制等を紹

介していただきました。様々な背景

を持つ子どもの支援の課題や、支援

のためのネットワークづくりなど、

参考になるお話をお聞きしました。 

第１回は、岐阜県可児市で外国につながる子どもへの切れ目のない支援を実践してい

る可児市国際交流協会の事務局長、各務真弓さんに講師をお願いしました。可児市国際

交流協会で行う学習支援教室の教室コーディネーターである善本安子さんと        

尾関理恵子さんのお二人にも事例発表をしていただき、具体的な支援の内容や教室の様

子等を知ることができました。 

５つのグループに分かれて、可児市の話を聞いた感想と、各参加者が行っている学習支援

で困っていることを話し合い、全体で共有しました。 

困っていることについては、「地域に学習支援教室を広げたいが場所がない。」、「オンライ

ンでの支援には支援者の研修が必要」、「ボランティア不足による新たな子どもの受け入れ

の難しさ」など、よりよい支援のための課題が出されました。 

最後に講師、教室コーディネーターの方からは、可児市の取り組みを改めて振り返る機会

になったことや、可児市と横浜市で共通点があること、お互いに学び合えることなどコメ

ントをいただきました。今後もぜひつながり、情報交換させていただきたいと願います。 
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第２回研修会 「学校と地域で共に子どもを支えるための支援 

～横浜市の事例から～」 

 
講師：白濱小恵子さん（横浜吉田中学校/日本語支援拠点施設「ひまわり」 

日本語支援アドバイザー） 

 

  

  

 

 

 

＊講師のお話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊グループディスカッション 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 最初に、横浜市の外国につながる児童生徒への支援

体制や日本語支援アドバイザーについての説明があ

り、日本語支援拠点施設「ひまわり」などで講師が行

っている授業実践や事例紹介を通して、外国につなが

る児童生徒の現状についてお話いただきました。 

 「ひまわり」初日の全く日本語がわからない子ども

にどのように教えるか、授業に集中できない子どもに

どのように対応するかなど、具体的で参考になるお話

をたくさん聞かせていただきました。 

＊＊参加者の声（各回のアンケートより一部抜粋）＊＊ 
 

・ 他の自治体の取り組みを聞くことで、こちらでやりたくてもできなかったことが、実はできる可能

性があると、力づけられました。 

・ 学習支援とともに、居場所の提供や、もやもやの解消の手助けとしての存在が大切だと、勇気づけ

られました。（以上第１回） 

・ みなさんと対面で会え、情報共有できた。 

・ ひまわりの指導内容など気づかされることが多かった。先生の体験・経験されたことに基づくお話

は大変わかりやすく今後活用していきたいと思います。（以上第２回） 

 第 2 回は、私たちが活動する横浜市の外国につながる児童生徒の現状や支援体制、学校で

行う日本語指導等について、横浜吉田中学校の教員で日本語支援アドバイザーの白濱小恵子

先生にお話を伺いました。後半では、学校と地域が連携してどのような支援ができるかを、

グループでディスカッションしました。 

 後半のグループディスカッションでは、 

これまでに成果を感じた活動（工夫やアイデ

ィア等）について、グループで紹介し合いま

した。各グループの話し合った内容を書いた

紙を貼り出し、グループごとに発表して共有

しました。 

 その子のやる気を引き出せるものを見つけ

る、外国ルーツの方を支援者にする、子ども

中心でイベントを企画する、オンラインの活

用、学校との連携等、様々な工夫やアイデア

を共有することができました。 


